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項 成果目標・取組指標
自己
評価

① 学校目標

・学校だより、ホームページ、関係団体
会議等で積極的に発信する。
・学校やＰＴＡからの北小の合言葉
「くりみのこ」について知っている保
護者を８０％以上にする。

Ｂ＋

②

社会に出て、自
らよりよく生き
ていける力の育
成

・小学校６年間を見通したカリキュラム
を構築する。
・年間を通して、たてわり活動の充実を
図る。

Ｂ

③ 学力向上の取組

・児童一人一人が考えをもち、伝え合い
学び合える授業の工夫・改善に努め、授
業が分かるという児童を９０％以上に
する。
・１年２０分、２年３０分、３年４０
分、４年５０分、５年６０分、６年７0
分の家庭学習の指導を続け、家庭学習の
習慣が身に付いたと答える保護者の割合
を８０％以上にする。
・子どもが主体的に学ぶ姿勢を大切に
し、ノートづくりやめあてを意識したふ
り返りを通して、子どもたち自身が学び
を実感できるような授業づくりに取り組
む。

Ｃ

④
学習規律・学習
集団づくり

・全学年一貫した指導「学びのスタン
ダード」を徹底する。（学習準備、ベル
着、学習のあいさつ、声のものさし、話
し方、聴き方、鉛筆の持ち方等）
・授業中、教師や友達の話をしっかり聞
く児童の割合を９０％以上にする。

Ｃ

⑤
学校図書館の活
用・読書習慣の
定着

朝の読書、読み聞かせ、図書室利用指導
等により、読書が好きと答える児童の
割合を８０％i以上にする。
・図書だよりなどにより親子読書を呼び
かける。
・すきまの時間に読書ができるように児
童の身近に（図書バッグなど）読書する
本を常備させる。

Ｂ

(2)
学習
指導

評価項目 自校の改善方策

(1)
学校
経営

　
①生活の中で、子どもたちの方から「くりみのこ」の言葉がよく出てくるようになったと思われる。（特に、運動発表会で
の「苦労しよう汗を流そう」「みんなで築こう北小の伝統」）保護者の認知度もアンケートを見ていると高く、くりみっこ
賞を通して、保護者にも伝わっていると思う。
①くりみっ子賞の推薦を通して、教師が「くりみのこ」を意識するようになり、結果、児童や保護者にも認知されるように
なったが、取り組んだ学習や取組が「くりみのこ」分類されることで、より効果があがると思われる。
②一気に全てを整えることは無理があるので、まずは校内研究で扱っている算数科について、系統表のようなものが作れる
とよいと思う。見える化を図ることで、縦のつながりを意識した指導につながると考える。
②上学年との交流を仕組むことで、アドバイスをもらえたりし、たてわりで関わりの幅が広がる。
②たてわり活動の充実は本校の実践の柱。素晴らしいと思う。「上学年が下学年と一緒に〇〇する」といった上学年発信の
ものが中心になっているが、下学年発とか中学年発といった下の学年からの発信によるものも実現していくといいかなと思
う。
②学年ごとのカリキュラムはしっかりと立っているが、6年間を見通した縦軸を見える化できるとよいと思う。（例えば、
1年の朝顔・2年の野菜～6年のハウスまでの縦軸。各実践の意図と狙い、つながりが現状は口伝になっているが、見える
化すると、縦のつながりも意識できる。）
②職員室前のカリキュラムの掲示の真の狙いは、職員が日常的に意識することだと思う。昨年の物が裏面になっていて、非
常に使いずらい。教材室側に昨年のもの、会議室側に今年のものをおき、比較しながら書き込みができるようになるとよ
い。1枚にすべての情報を集約する形にした方がいい。昨年の年間カリキュラムは見えるようにしていきたい。
②6年間を見通したカリキュラムについては、年間計画を縦に見直す必要がある。特に総合的な学習の時間に関しては、子
どもの発達段階に応じたねらいとつけたい力に即しての見直しをする。
②たてわり活動のよさが、子どもたちの様子から感じられた。上の学年を見て学ぶ風土ができつつあるのを感じる。６年間
でしっかりと力を積み上げるカリキュラムを検討する機会をもつ。
②まずは算数から、６年間の系統性を整理していく。総合的な学習も整理をしたのでカリキュラムの立てのつながりを意識
した指導を行っていきたい。

　　総合評価【Ｂ】

　Ａ＝優れている（優れている状況にある　・　数値基準９０％以上）
　Ｂ＝良い（良い状況にある　・数値基準８０％以上）　※Ｂ評価を細分化し、Ｂ＋、Ｂ－を追加している。

　Ｃ＝おおむね満足（課題はあるがおおむね満足できる状況にある　・　数値基準７０％以上）
　Ｄ＝要改善（課題が多く速やかな改善が必要な状況にある　・　数値基準７０％未満）

＜自己評価の総評＞

＜評価基準＞

信頼される学校づくり　地域と共に歩む学校の創造

令和３年度　学校評価書　（自己評価と学校関係者評価の結果と考察）
東近江市立能登川北小学校 令和　３年　８月　２７日作成

学ぶ力を高める　進んで学び、よく考える子の育成
豊かな人間性の涵養　心やさしく、助け合う子の育成
健やかな心身の育成　粘り強く、鍛える子の育成

＜本年度の重点目標＞

〇「少人数で、子どもたちが落ち着いていて、きちんと教材研究に向き合える」というこの学校の強みを生かし、指導の幅を広げられるよう、これからも自ら学び続ける姿勢を大切にしていきた
い。放課後の限られた時間ではあるが、先輩先生方の様々な実践を教えていただいて自身の指導に生かしたい。
〇基本的な力を確固たるものにして、その上を目指す活動を取り入れたい。
〇行事や活動に最後まで取り組めていると思うが、自分自身がステップアップできているかという視点でふり返らせたい。
〇ホームページや通信で、保護者や地域への発信はなされている。もっと気軽に学校に出入りしてもらえる学校づくりができればと思っている。
〇年間を通しての見通しと６年間を通してのカリキュラムの見通しを行う必要がある。自分が見通しを持ち、系統立てた学習を意識して取り組んでいきたい。
〇例えば算数科の系統表であったり、SDGSの具体表現物であったり、タブレットの実践例であったりと、見える化を図ることでその活動が活性化されるであろうものがいくつか考えられる。そう
いった掲示物を作成するためには、時間的余裕をもっていなければいけないし、与えられた校務分掌に責任感をもっていなければ実現されないと思う。「全てを一度に」ということは難しいので、
優先順位を決めて、順次取り組みたい。
〇特に「学習規律、学習集団づくり」に大きな課題が残っている。「友達や先生の話が聞けない」ということは、①大切なことを聞き漏らし、次への行動の弊害になるだけでなく、②人権の視点か
ら考えても、相手のことを大切にしていないということにつながってしまう。「話をしっかりと聞きましょう」という一辺倒の指導だけでなく、「話を聞く必要感」がもてるように、２学期以降工
夫を凝らしたい。
〇一学期に行った「くりみっ子運動発表会」を通して全校の子どもたちのよりよい人間関係が醸成された。そこには、教師側の子どもたちへの明確な立ち位置「子どもに考えさせ、判断するのを教
師がサポートする」が大変大きかった。しかしながら、学級を見ていると、特に話合いの場面では子ども達に折り合いをつけさせる指導にはばらつきがある。子ども達にどの部分を考えさせ、どの
部分を指導するか、指導者の重要なポイントであると考える。
〇思いやりのある行動、自分で考えて行ったよい行動を見つけたときは、すぐにほめる。また、自分勝手な行動が見られたときは、ふり返れるような声掛けをしている。
〇「わかる・できる」の授業を意識して、少人数だからこきめ細やかに子どもたちと学びが深められた。ただ、ペア学習や全体交流は、自分たちの意見や考えを伝えるということはしているが、ど
こまで深まったかという点では課題が残るように感じた。ただ、友達の考えを聞いて終わりではなく、そこから新たな学びなど子どもたち同士で学びが深まるように２学期以降はしていきたい。
〇全校男女ともに仲が良く、困っている人がいると声をかけるなど優しい姿がたくさんあった。下学年に対しても、しゃがんで目線を合わせるなど一人ひとりをとても大切に接しているのがよくわ
かる。全校で動く時などは、５年生としてリーダーとなるように責任をもって行動できている。しかし、５年生という集団だけに焦点を合わせると、なかなかみんなのためにという点で率先して動
くのが難しい時もある。例えば、配りものであったり、学級掃除の雑巾担当などは人任せにしていることも感じられる。担当だから、当番だから、役割だからやるのではなく、どのような時も率先
して人のために汗を流せる人に２学期以降取り組んでいきたい。

③教え込む形の授業になりがちで、子どもたち主体の授業構成ができなかった。話せる子が多くいるので、今後は授業改善
を行っていきたい。また、朝の学習の時間は、漢字計算学習が中心で行えた。プリント形式で行ったため、量も適当であっ
たと思う。
③教師が説明して分かった！ではなく、児童に話す機会（時間）を保障し、子どもが活躍する授業を心がける。子どもたち
の定着や課題を把握して、授業中のなるほど！できた！分かった！を目指したい。また、分かる授業はもちろん大切にして
いきたいが、疑問や分からないことをみんなで解決していけるような授業でありたい。
③子どもたちの学力は高い方だが、全員が家庭学習で７０分学習できているとは言えない。学力の高い子はさらに高めてい
けるよう、「７０分以上になるように自主学習をする」といったような宿題の出し方に変えていきたい。
③単元の最後に初めて評価をするのではなく、まずレディネス”学習の成立にとって必要な「前提となる知識や経験な
ど」”の状態を知り、学習の計画を立てる。
③自主学習の取組で、基礎分野・応用分野・調べ学習分野・創作分野・読書などのアプローチの仕方を試してみる。
③子どもたちの発達段階や実態に合わせ、授業づくりを行った。１学期は校内研究があったので、具体物の操作の大切さや
交流の仕方を改めて考える機会となった。２学期に向けて、どのような力をつけていくべきか考え、子どもたちに無理のな
い範囲で、「わかった」「できた」が生まれる授業づくりに取り組んでいきたい。
③説明は一時に一事を心掛け、子どもたちが活動する時間を確保し、自力解決の時間をじっくり取ることで、子どもたち一
人一人がしっかり自分の考えを持つことができると考える。
③家庭学習で繰り返し復習をすることで、授業で新しく学習した内容をしっかり定着させることが大切である。
③にこにこ学習や親子読書など、家庭で子どもたちと一緒にできる家庭学習も定期的に取り入れることも家庭学習の意欲付
けには有効であると思う。
③ペア学習、グループ学習など交流を通しての学びを意図的に仕組むことはできた。交流がより意味あるものとなるよう、
考えていきたい。
③家庭学習の推進について先進校の実践を集め、できるたころから学校全体の取り組みとして進められるとよいと思う。現
状は、各学年ごとの取り組みになっている。
③「自力解決」～「交流」～「再構築」を４５分の授業で全て行うことは難しい。学年や単元にもよるが、「自力解決は家
庭学習で、授業は交流から」という構図を授業パターンの一つとして定着させられると、学び合い学習が充実すると考え
る。
③授業の中で、同じ説明をする状況を意図的に作らないこと（子どもの発表）、一人でも多くの児童が、興味を抱くような
展開になるように工夫すること、以上２つから取り組んでみるとよいのでないかと考える。
③毎時間毎時間の授業で何を意識して取り組むかが大切。学び合うためには子どもに考えさせる場面と伝える場面を積極的
に仕組む必要がある。
③自己の学びの定着には、振り返りが大切。
③家庭学習の内容を検討する機会をもつ　ex.授業と関連付けた内容（予習的な内容）
③家庭学習について目標とする時間まできていなかった。自主学習の進め方の難しさがあると感じた。もちろん、宿題で出
せば子どもたちはやってくるが、宿題として出すのではなく、自ら進んで取り組めるようにするにはどうしたらよいのか考
えた。
④「め・じ・と・ま・ふ」を基本にした授業づくりを、どの学年も、どの教科でも取り入れる意識を定着させる。（指導改
善）
④児童の持ち物が派手になってきている。「くりみっこのくらし」を再度きちんと各クラスで指導する必要がある。（２学
期スタートで全校共通して指導）
④５年生に関しては、ゴールを定めたいと思う。各学期１冊終了を目標に自分で取り組めるようにしたい。６０ページを見
通しをもって自分で自らできるように計画、実施すること、そこに何をするとよいのか、どのようにまとめると良いのかな
ど子どもたちからお手本となるものを紹介していきたい。
⑤毎月家庭での読書を進める「うち読」を行い、家庭での読書週間隔離につなげていく。きっかけづくりとして、宿題での
読書も考えていく。
⑤図書館利用をさらに積極的に進め、語彙を増やしたり、学習の中で情報を活用できる能力を養いたい。そのために、必要
なことを川嶋先生に伝え国語に限らずいろいろな教科で連携を進めたい。
⑤週に１回か必ず本の交換に行くなど、本と触れ合う時間を大切にしている。学校では子どもたちは本を読む習慣が少しづ
つできているように感じる。しかし、家ではほとんど読んでいない子が多いので家での読書習慣を今後大切にしたい。その
ために、親子読書はもちろんだが、親子で読んだり、子どもが読んだ本を要約して親に伝える課題などを出したい。また、
新聞記事を毎週読むなどいろんな角度から本に親しめるようにしたい。
④学期に１回、必ず正しい鉛筆の持ち方にふれる。
④出し抜けに発せられた児童の言葉には応じない姿勢を貫き、必ず最後まで話し切ってから対応する。これは、児童が発言
している場合にも同様に扱う。
④話し方名人、聞き方名人の指導の徹底を行う。全学年一貫した指導は、徹底されてはいない気がするので、児童の成長に
よって合い言葉や声かけも異なってくると思うが、段階的な指導の方法を明確にしていく必要はあると思う。
④全学年統一した指導は徹底されていないようと感じる。（特に、休み時間の学習準備・朝の会、授業開始時のベル着）
⑤すきまの時間に静かに読書している子は多い。次の段階として、読書の質を上げることが課題。（ex.１冊はお話の本を
借りる、授業中のすきま読書は漫画×など）
⑤目指せ読書１００さつに進んで取り組めている。特に司書の先生が来られる日は、お勧めの本や自分の好きなジャンルの
本を選んでもらって、夢中で読む姿が見られる。また、絵本から、物語や小説へ移行する子も多く見られ、自分の式なジャ
ンルがわかってきたようだ。本にいつも触れられるよう、また調べ学習など、今後も取り組ませていきたい。
⑤朝のスピーチの内容に読書の感想を加え、他の児童に意欲づけにつなげる。
⑤読書好きの子が多く、隙間時間を見つけては本に親しむことができていた。しかし、家庭での読書は定着していない。家
庭学習にも読書をして取り組むような、宿題の出し方を工夫したい。
⑤週に１回以上図書室を利用し、子どもたちが本に触れる機会をたくさん作る必要がある。学習でも学校司書を積極的に利
用し、役立てていきたい。
⑤学校では読書をしても家庭での読書習慣が身に着いていない、借りる本がシリーズもののみといった、読書習慣や読書傾
向に課題がある。読書傾向の分析や、読書の質を高くする実践への取り組みを進めるとともに、学校での取り組みの情報発
信も大切だと思う。自戒をこめてであるが、学校司書に頼る（お願いする）だけでなく、連携して授業を担任がつくってい
くことが大切だと思う。
⑦学習のポイントとなる言葉を引き出すための話し合い活動を必ず仕組むようにし、教師は司会役に徹する。
⑦話し合いのテーマを小黒板などに掲げ、すぐに話し合いに入れるようにし、クラスの全員が発言するチャンスを与える。
⑦朝の会、帰りの会も指導の時間だという意識をもち、「聴く力・話す力」をコツコツ伸ばす。



⑥
英語教育（外国
語活動）の充実

・担任が外国人講師等との連携を図り、
コミュニケーション能力の育成をめざし
た授業を行う。
・「英語の授業が好き」「英語の授業が
楽しい」という児童を90％以上にす
る。

Ｂ

⑦
コミュニケー
ション能力の育
成

・学習活動や朝・帰りの会で児童相互に
伝え合う場面を設定し、話す力・聴く力
の向上に努める。
・授業中、積極的に自分の考えを話し
ている児童の割合を８０％以上にす
る。

Ｃ

⑧ 道徳教育の充実
・考え、議論する道徳科の授業を充実
し、年間1回以上保護者に道徳の授業を
公開する。

Ｂ－

⑨ あいさつの充実
・家の人や近所の人、友達などに自分か
らあいさつできる児童の割合を80％以
上にする。

Ｃ

⑩
豊かな心情を養
う体験活動の充
実

・学校行事や縦割り活動の精選と質の向
上を図る。
・月１回以上学級会を行い、自分の思い
を伝え、よさを生かしていけるようにす
る。

Ｃ

・自分から進んで、時間いっぱい掃除が
できる児童の割合を８０％以上にす
る。

Ａ

・係活動、委員会活動に進んで取り組む
児童の割合を８０％以上にする。 Ｂ

⑫
豊かな人間関係
を培う、交流活
動の充実

・異年齢の集団との交流活動を意図的・
計画的に実施する。 Ｂ＋

⑬
人権尊重の精神
と実践的態度の
育成

・年間指導計画に基づき指導を進め、学
校生活が楽しい児童の割合を９０％以
上にする。（いじめ防止）
・友達のよさを認め合う場を設定し、掲
示するなど可視化を図る。（「今日のキ
ラリ」「ほめ言葉シャワー」などの取
組、ノートの書き方賞賛の掲示など）
・教室に掲示する児童の作品には、指導
者のコメントを入れ、自己肯定感の高揚
を図る。

Ｂ

⑭
保護者・地域と
連携した人権教
育の実践

・人権にかかわる取組について、学年だ
よりなどで紹介し、保護者への啓発を行
う。
・日常的に、人権に対する意識を高める
指導を継続的に行う。
・人権週間で、全校的な取り組みを通し

Ｄ

(6)
環境
教育

⑮
共生を目指す環
境教育の充実

・ＳＤＧ'ｓの１７項目の視点を意識し
た活動を仕組む。 Ｄ

(7)
国際
理解
教育 ⑯

多文化社会に生
きる国際理解教
育の推進

・ＡＬＴによる、母国の文化を紹介しな
がら、文化の違いや多様性を理解させ
る。

Ｄ

⑰
いじめを許さな
い集団づくり

・学習規律の確立や豊かな人間関係を築
く学級経営を進める。
・「いじめはいけない。ゆるさない。」
という学級風土を築く。
・いじめをしない、させない、見過ご
さない行動をとる児童の割合を９０％
以上にする。

Ｂ＋

⑩学級会は、話し合いの入門期と考え、取り入れてきた。司会の力としてはまだだが、継続していく中で、力を育てていき
たい。
⑩今年度もたてわり活動が充実していると思う。また、代表委員会を例に、学級でもどんどん意見や思いを言い合える機会
をつくっていきたい。
⑩学級会を充実させるための研修会をもつ。
⑩いつ学級会を開くのか、計画を立てる（変更可）。
⑩1学期は学級会を行うことができなかった。話し合いの仕方を指導しながら、子どもたち主体の学級会を定期的に行い、
子どもたちが自分で進め、話し合いができる力をつけさせたい。
⑩１学期に運動発表会を行うことにより、縦割りの関係はかなり醸成された。さらにそれぞれの関係づくりのための仕組み
を大切にしたい。
⑩学級会での話合い活動の指導に格差がある。子ども達にいかに折り合いをつけさせるか、学級会指導は子どもに任せるの
ではなく、ほとんどが教師の指導である。折り合いの力をどのようにつけさせていくか、研修も取り入れながら全校的に指
導体制を見直したい。
⑩夏季休業中に学活（学級会）の研修をもち、話し合い活動の基本を学ぶ。
⑪たてわり掃除については、少ない人数でどの子もがんばっているが、少しマンネリ化しているようにも感じる。１５分間
黒板をしている子もいれば、ほうきを１５分間やり続けているなどしている子も多いので、子どもたちの主体性は必要だ
が、もう少し掃除のやり方のスタンダードを示してもよいように感じる。教室ならば、特別教室ならば、体育館ならば、そ
こにプラスして各班の工夫があってもよい。基本ほうきは、最後にごみを取るくらいでよいのではないか。雑巾でごみを集
めて、ほうきで最後回収するをスタンダードにするなどしてもよいのでは。
⑪縦割り掃除のローテーションが３週間だが、１カ月スパンのローテではどうか。６年生が計画をたてるのが本当に大変。
少し負担を減らすとともに、１カ月というゴールで子どもたちもわかりやすいかと思った。
⑪そうじ場所が変わる前に、掃除担当同士で工夫を情報交換できる機会をもてるとさらによくなる。
⑪たてわりそうじで「時間いっぱい、黙って掃除」が徹底できたように思う。いまは、高学年主導でそうじの計画やふりか
えりをしているので、もっと下学年も発達段階に応じたふりかえりや見つけ掃除ができるとよい。
⑪各自そうじのめあてを立てる機会があってもよい。(5)

人権
教育

(8)
生徒
指導

(2)
学習
指導

(3)
道徳
教育

(4)
特別
活動

⑬毎日帰りの会で学級のよさや個人のがんばりを出し合う。教師も子どものがんばりをたくさん紹介し、互いの良さに気づ
き、自尊感情を高められるようにする。
⑬いじめ防止の観点で、必ず授業を仕組む。
⑬作品の鑑賞会でお互いの作品を見合ったり、教師の感想を伝えたりすることに取り組んだが、感想を書けなかった。2学
期努力したい。
⑬本校の人権教育の年間計画を見直したい、１２月の人権週間だけでなく、日ごろからいろいろな人権問題について視点を
もって指導に当たる体制を作る必要がある。
⑬安心・安全の学校、学級作りをめざして、子どもたちとの信頼関係を築くことが一番だと思う。そのために、１学期から
１日の振り返りを書くようにし、子ども一人ひとりに伝えたいことなどをメッセージとして伝えるようにしていきたい。
⑭人権週間に合わせて、子どもたち自身が人権意識を高められるような取組ができるとよい。
⑭２学期の人権週間では意識して取り組めるが、日頃は人権に関わる取り組みについて意識が低い。学級通信では、子ども
たちのよさやがんばり、学級の様子を積極的に公開するようにする。

⑮ＳＤＧ'ｓの１７項目のポスターを掲示し、学年の学習で関連する部分を探る。
⑮見える化しないと意識できない。１７の項目のうちのいくつかを、北小レベルで具体化して掲示するとよいと考える。
⑮子どもたち（もしかしたら教師も？）にSDGｓを意識させていく。（各教科の中で）

⑯教師とALTの関係を深める。
⑯外国語の学習以外でも１時間、ＡＬＴとの学習を仕組む。
⑯２年生は１学期の間に１時間で、昨年よりも削減されていると聞きました。ALTや外国語に興味津々の下学年の間にこ
そ、もう少しだけでも触れ合う時間があると嬉しいです。せめて、学期に２回（または３回）は取れないものでしょうか。
不可能であれば、中休みに割当てを決めて、月に1～2回、下学年に遊びにきていただくとか（代わりに掃除の時間に休憩
などで。）
⑯ヘンリー先生とたくさん交流しながら、もっと多種多様な世界観を伝えてもらえるような時間を取りたい。

⑰生徒指導問題が起こったことで、皆に何度か話す機会があった。その後の様子を見守り続けている。
⑰高学年は特にルールが曖昧になってくる時期だと思うので、教師も「見過ごさない」という意識で、アンテナを張る必要
がある。また、何でも「いけない」の注意ではなく、なぜいけないのか児童と共に考え、児童自身が判断できるようにして
いきたい。
⑰定期的にいじめについての話題にふれ、児童がいじめについて話し合える場面をめざす。
⑰まずは学校のルールをきちんと指導し、みんなで守ろうという意識づけが大切であると思う。「これはいけない」ではな
く、「なぜいけないのか」を子どもたちに考えさせることで、子どもたちが自ら考え、行動できる力につながると考える。
⑰「困っている人がいたらどうすればよいか？」という人権・福祉にも通ずる考え方を、常日頃から子どもたちに問うよう
にすればよいと考える。「困っている人がいないか」という眼を養うことにつながったり、単純に手を差しのべることが正
解なのかを考えるきっかけになったりすると考える。
⑰日ごろから、些細な言動に今日職員全体で気を配る必要がある。エスカレートする前に初期の段階で対応できる予防的な
生徒指導体制を築いていきたい。
⑰子どもたち一人ひとりには目が届きやすいと思うが、家庭環境や背景なども含めて、しっかりと一人ひとりを見つめてい
く意識を高める。
⑰「何か変」と直感で感じた時は、必ず子どもたちに「どうしたの」と聞くようにしている。また、どの学年の子どもに
も、すれ違ったときは、「おはよう」「元気か」と必ず声をかけるようにすることも大切だと感じた。小規模校だからこ
そ、いろんな先生が声掛けをすることで何かわかることも多々あると感じた。
⑱教育相談室をつくり、期間を設けて開放してみる。
⑱教育相談週間を定期的に実施することで子ども理解・問題の早期発見に努めていきたい。
⑱気になる児童がいる際には、教育相談週間だけにとらわれずに、日頃から様々な視点（観察する人を担任以外に変えた
り、見る時間帯を変えたり）で子どもを観察するようにすればよいと考える。

⑪
勤労や奉仕の精
神を培う生活指
導の充実

③教え込む形の授業になりがちで、子どもたち主体の授業構成ができなかった。話せる子が多くいるので、今後は授業改善
を行っていきたい。また、朝の学習の時間は、漢字計算学習が中心で行えた。プリント形式で行ったため、量も適当であっ
たと思う。
③教師が説明して分かった！ではなく、児童に話す機会（時間）を保障し、子どもが活躍する授業を心がける。子どもたち
の定着や課題を把握して、授業中のなるほど！できた！分かった！を目指したい。また、分かる授業はもちろん大切にして
いきたいが、疑問や分からないことをみんなで解決していけるような授業でありたい。
③子どもたちの学力は高い方だが、全員が家庭学習で７０分学習できているとは言えない。学力の高い子はさらに高めてい
けるよう、「７０分以上になるように自主学習をする」といったような宿題の出し方に変えていきたい。
③単元の最後に初めて評価をするのではなく、まずレディネス”学習の成立にとって必要な「前提となる知識や経験な
ど」”の状態を知り、学習の計画を立てる。
③自主学習の取組で、基礎分野・応用分野・調べ学習分野・創作分野・読書などのアプローチの仕方を試してみる。
③子どもたちの発達段階や実態に合わせ、授業づくりを行った。１学期は校内研究があったので、具体物の操作の大切さや
交流の仕方を改めて考える機会となった。２学期に向けて、どのような力をつけていくべきか考え、子どもたちに無理のな
い範囲で、「わかった」「できた」が生まれる授業づくりに取り組んでいきたい。
③説明は一時に一事を心掛け、子どもたちが活動する時間を確保し、自力解決の時間をじっくり取ることで、子どもたち一
人一人がしっかり自分の考えを持つことができると考える。
③家庭学習で繰り返し復習をすることで、授業で新しく学習した内容をしっかり定着させることが大切である。
③にこにこ学習や親子読書など、家庭で子どもたちと一緒にできる家庭学習も定期的に取り入れることも家庭学習の意欲付
けには有効であると思う。
③ペア学習、グループ学習など交流を通しての学びを意図的に仕組むことはできた。交流がより意味あるものとなるよう、
考えていきたい。
③家庭学習の推進について先進校の実践を集め、できるたころから学校全体の取り組みとして進められるとよいと思う。現
状は、各学年ごとの取り組みになっている。
③「自力解決」～「交流」～「再構築」を４５分の授業で全て行うことは難しい。学年や単元にもよるが、「自力解決は家
庭学習で、授業は交流から」という構図を授業パターンの一つとして定着させられると、学び合い学習が充実すると考え
る。
③授業の中で、同じ説明をする状況を意図的に作らないこと（子どもの発表）、一人でも多くの児童が、興味を抱くような
展開になるように工夫すること、以上２つから取り組んでみるとよいのでないかと考える。
③毎時間毎時間の授業で何を意識して取り組むかが大切。学び合うためには子どもに考えさせる場面と伝える場面を積極的
に仕組む必要がある。
③自己の学びの定着には、振り返りが大切。
③家庭学習の内容を検討する機会をもつ　ex.授業と関連付けた内容（予習的な内容）
③家庭学習について目標とする時間まできていなかった。自主学習の進め方の難しさがあると感じた。もちろん、宿題で出
せば子どもたちはやってくるが、宿題として出すのではなく、自ら進んで取り組めるようにするにはどうしたらよいのか考
えた。
④「め・じ・と・ま・ふ」を基本にした授業づくりを、どの学年も、どの教科でも取り入れる意識を定着させる。（指導改
善）
④児童の持ち物が派手になってきている。「くりみっこのくらし」を再度きちんと各クラスで指導する必要がある。（２学
期スタートで全校共通して指導）
④５年生に関しては、ゴールを定めたいと思う。各学期１冊終了を目標に自分で取り組めるようにしたい。６０ページを見
通しをもって自分で自らできるように計画、実施すること、そこに何をするとよいのか、どのようにまとめると良いのかな
ど子どもたちからお手本となるものを紹介していきたい。
⑤毎月家庭での読書を進める「うち読」を行い、家庭での読書週間隔離につなげていく。きっかけづくりとして、宿題での
読書も考えていく。
⑤図書館利用をさらに積極的に進め、語彙を増やしたり、学習の中で情報を活用できる能力を養いたい。そのために、必要
なことを川嶋先生に伝え国語に限らずいろいろな教科で連携を進めたい。
⑤週に１回か必ず本の交換に行くなど、本と触れ合う時間を大切にしている。学校では子どもたちは本を読む習慣が少しづ
つできているように感じる。しかし、家ではほとんど読んでいない子が多いので家での読書習慣を今後大切にしたい。その
ために、親子読書はもちろんだが、親子で読んだり、子どもが読んだ本を要約して親に伝える課題などを出したい。また、
新聞記事を毎週読むなどいろんな角度から本に親しめるようにしたい。
④学期に１回、必ず正しい鉛筆の持ち方にふれる。
④出し抜けに発せられた児童の言葉には応じない姿勢を貫き、必ず最後まで話し切ってから対応する。これは、児童が発言
している場合にも同様に扱う。
④話し方名人、聞き方名人の指導の徹底を行う。全学年一貫した指導は、徹底されてはいない気がするので、児童の成長に
よって合い言葉や声かけも異なってくると思うが、段階的な指導の方法を明確にしていく必要はあると思う。
④全学年統一した指導は徹底されていないようと感じる。（特に、休み時間の学習準備・朝の会、授業開始時のベル着）
⑤すきまの時間に静かに読書している子は多い。次の段階として、読書の質を上げることが課題。（ex.１冊はお話の本を
借りる、授業中のすきま読書は漫画×など）
⑤目指せ読書１００さつに進んで取り組めている。特に司書の先生が来られる日は、お勧めの本や自分の好きなジャンルの
本を選んでもらって、夢中で読む姿が見られる。また、絵本から、物語や小説へ移行する子も多く見られ、自分の式なジャ
ンルがわかってきたようだ。本にいつも触れられるよう、また調べ学習など、今後も取り組ませていきたい。
⑤朝のスピーチの内容に読書の感想を加え、他の児童に意欲づけにつなげる。
⑤読書好きの子が多く、隙間時間を見つけては本に親しむことができていた。しかし、家庭での読書は定着していない。家
庭学習にも読書をして取り組むような、宿題の出し方を工夫したい。
⑤週に１回以上図書室を利用し、子どもたちが本に触れる機会をたくさん作る必要がある。学習でも学校司書を積極的に利
用し、役立てていきたい。
⑤学校では読書をしても家庭での読書習慣が身に着いていない、借りる本がシリーズもののみといった、読書習慣や読書傾
向に課題がある。読書傾向の分析や、読書の質を高くする実践への取り組みを進めるとともに、学校での取り組みの情報発
信も大切だと思う。自戒をこめてであるが、学校司書に頼る（お願いする）だけでなく、連携して授業を担任がつくってい
くことが大切だと思う。
⑦学習のポイントとなる言葉を引き出すための話し合い活動を必ず仕組むようにし、教師は司会役に徹する。
⑦話し合いのテーマを小黒板などに掲げ、すぐに話し合いに入れるようにし、クラスの全員が発言するチャンスを与える。
⑦朝の会、帰りの会も指導の時間だという意識をもち、「聴く力・話す力」をコツコツ伸ばす。

　
⑧いつ道徳の授業を公開するのかを計画し、自分の経験を話せるようにすることを目指す。
⑧週に１回以上道徳科の授業を実施し、子どもたちの心の声を拾うことで、子どもたちの心の充実につながると考える。
⑧夏休み中に道徳の研修をもち、「考え、議論する道徳」への転換を図る。評価についても学ぶ。
⑨登下校中のあいさつができていない。PTAをまきこんだ取組ができないか。
⑨あいさつについては、大人からの発信であればほぼ１００％あいさつができているが、集団登校で登校指導に行くと、朝
にあいさつをしている子どもが少ないようにも感じた。地域の方にこそ率先して言えるように伝えるとともに、地域の方の
助けがあってというところに目を向けられるようにボランティアさんのことなど、大人が紹介するようにしたい。
⑨登下校のあいさつだけでなく、授業の前後のあいさつは、もっと適当になっているので、言葉と動作をしっかり分けてや
れるように指導していく。
⑨あいさつは、北小の伝統でもあるので、児童への意識づけを続けたい。まずは教師から手本を見せる。笑顔であいさつ、
進んであいさつで１日をスタートさせることの爽快さを児童に実感させたい。
⑨学校での「おはよう」のあいさつは進んでできていると思う。「おはよう」以外のあいさつを進んですることと、地域や
家庭でのあいさつを進んでできるようになることが課題である。
⑨自分にあいさつしてくれた友だちを帰りの会などで紹介してもらう。
⑨あいさつについて、自分から進んでできている子とそうでない子がいる。こちらからあいさつをすると返してはくれる
が、朝など元気なあいさつを全員が自分からできるよう目指していきたい。
⑨くりみっ子賞の「り」の受賞者を軸にして（どの学級も意図的に【り】の受賞者を挙げる）、学級・学校であいさつ運動
を促進すればよいと考える。



⑱
学校不適応児童
生徒へのきめ細
かな対応

・教育相談週間「１０分間カウンセリン
グ」や児童・保護者アンケートから児童
の心身の状況を把握し、意図的･計画的
に教育相談活動を実施する。

Ｂ＋

(9)
進路
指導

⑲
キャリア教育の
充実

・学年の発達段階に応じ、自分のよさや
夢を語ったり書いたりする場を設定し、
自分のよさを発見し、将来に夢や希望を
もって生きようとする意欲や態度を養
う。（キャリアパスポートの実施）

Ｃ

⑳
特別支援教育の
充実

・全児童の「チェックリスト」を実施
し、適切な指導・支援を検討し実践す
る。
・必要に応じて支援体制づくりを行う。
・学期１回以上の特支推進委員会を実施
する。

Ｂ－

㉑
個別の教育支援
計画の作成と活
用

・個別の教育支援計画を活用する。
・各学期および年度末に、支援計画・指
導計画について保護者と懇談し、適切な
支援・指導に当たれるようにする。

Ｂ－

㉒
安全教育の充実
と安全管理体制
の整備

・月１回防犯ブザーの点検を実施する。
・児童のけが防止、危険回避のため、ヒ
ヤリ・ハッとした体験を交流し危機意識
を高める。児童にも示し、危険回避意識
を高揚させる。

Ｂ－

㉓
基本的生活習慣
の確立

・「早寝、早起き、朝ごはん」を推進
し、できる児童の割合を90％以上にす
る。

Ｂ

㉔
教職員の資質・
指導力の向上

・児童が主体的・対話的で深く学ぶ授業
づくりに取り組む。（確かな学力・主体
的に学ぶ力の育成）
・常に学び続ける教師をめざす。（授業
改善に向けた校内研究６回実施）
・研究授業で学んだことを普段の授業に
生かす。（日ごろの授業改善）

Ｂ

㉕
教職員の危機意
識の高揚

・不祥事防止研修、人権教育研修、危機
管理研修を計画的に実施する。
・危機管理マニュアルの周知。
・シェイクアウト訓練を６回以上実施
し、危機意識の向上を図る。

Ｂ

㉖
保護者・地域と
の連携

・保護者への適切な対応、支援・助言に
努め「学校の先生には、子どものことに
ついて気軽に相談できる」と回答する保
護者の割合を80％以上にする。
・全学年で地域人材、資源を活用した授
業を３回以上意図的・計画的に実施し、
郷土愛を育む。
・ふるさと「くりみ」が好きと答える
児童の割合を９０％以上にする。

Ｂ

㉗
ホームページに
よる情報発信

・ホームページの更新を２日に１回以上
行い、学校の地域への情報発信源とす
る。

Ａ

㉘
施設・整備の安
全確保

・月１回以上の安全点検の実施による、
施設の安全確保の励行。 Ｂ＋

㉙ 学習環境の整備
・学習活動の充実に向け、空き教室や特
別教室を有効に活用する。 Ｂ＋

㉚
幼児児童生徒の
満足度

・楽しく学校生活を送っている児童の割
合を９０％以上にする。 Ｂ＋

㉛ 保護者の満足度
・我が子は楽しく学校生活を送っている
と答える保護者の割合を８０％以上に
する。

Ｂ＋

(13
)

地域
との
連携

(14
)

施設
・
設備

(15
)

その
他

(10
)

特別
支援
教育

(11
)保
健安
全教
育

(12
)

研究
・
研修

(8)
生徒
指導

㉛保護者は「子どもは楽しく学校生活を送っている」と捉えてくださっている方が90％以上で回答してくださっている
が、子どもは「学校が楽しい」と回答している子が大半ではあるが、そうではない子もいる。子どもが期待して登校、満足
して下校を目指して、日々の学校生活に楽しさを見出したり、納得して帰れるよう心掛けたい。

⑳気になる児童へのアドバイスがもらえるように、発達支援センターに相談をかける。
⑳具体的な特別支援の取組が学べる機会をつくる。
⑳支援体制は組織としてできている。支援計画のない子でもユニバーサルな視点で支援を行える支援体制を構築していきた
い。
㉑支援の必要な児童に関して、保護者と連絡を密にとり、連携を図ることが大切である。
⑳特支CNを中心に、外部との連携など、スピーディーに行えるように意識する。
㉑児童の状況や保護者の思いを、個別懇談や家庭訪問を通してしっかりと確認し、入級や進路に向けての動きを学校全体と
して把握し、手続きをふんでいく。（引継ぎも確実に）
㉑通常級か特別支援かの選択、意思決定などは年度をまたがないように見通しをもってやることが大切だと考える。年度を
またぐと、新担任と保護者が一から信頼関係を築くまでに時間がかかるのと、時間が空くことで保護者の気持ちも揺れ動き
またリセットされる。
㉑１年生の時に特別支援学級を新設で希望したが、新設されなかったから卒業まで通常級で確定するのではなく、毎年保護
者に確認を取り希望を出すなどもっと保護者と担任、コーディネーターなど連携を密にしていく必要があると感じた。

㉒３年生がトイレへ行くときに廊下を颯爽と走っていくのが目立つ。なぜ、走ってはいけないのかその都度考えさせて、子
どもたちが危険を実感して考える機会が必要だと思う。
㉒まず、廊下を走っている自覚がもてるようにする。そのために、教師が見た廊下歩行の様子を、常にありのまま児童に伝
える。
㉓１年に１回、寝る時間や起きる時間のアンケートをして、実態把握をする。
㉓朝ごはんを食べてきている児童はほとんどだが高学年になると早寝に課題がある。
㉓５年生に関しては平均で２２：３０、遅いと２３時以降も普通に起きている。小学生では遅すぎるからこそ、通信や子ど
もたちに伝えていきたい。

㉔少人数ならではの良さを生かして、みんなが分かる！できた！たのしい！となれるよう教師の力量を高めていきたい。
㉔学学調査研修で掲げた国語科と算数科の授業の改善点に取り組む。
㉔校内研、学力向上を効果的に利用し、一人一人の教員が授業スキルを上げていく。
㉔ＩＣＴ研修の充実を図る。教師のスキルアップ、オンライン授業に備えた準備、タブレットの持ち帰りに向けて、子ども
たちと学校で慣れておく必要がある。
㉔「教師は授業で勝負！」わくわくする授業を仕組む
㉔教員自身の意識も気になるところである。研修を行い、自分事として考えられる意識を育てる
㉔学校経営には、教職員間の合意形成がとても大切だと思う。一人一人の意見を述べる場を大切にしたい。

㉖学級通信を定期的に発行し、保護者に学校での様子をこまめに伝えるようにする。
㉖気になる児童の保護者には、連携をとり、定期的に教育相談の誘いを投げかけてみる。
㉖生活科や総合的な学習の時間を中心に、地域の方を積極的にゲストティーチャーとして招く。そのための相談を地域コー
ディネーターにかける。
㉖また、ボランティアを頼み、地域の方との出会いを増やす。
㉖気になる子について、保護者に学校での様子を伝えるとともに、お家での様子や困り感も聞き取ることで、保護者の不安
感を少しでも取り除くことができると考える。

㉘安全点検による修繕が今年度は確実にすすめることができているが、老朽化が進む校舎の中で児童の安全を最優先にした
管理を引き続きする必要がある。
㉘（病院に行くレベルの）子どもたちのけがの発生場所や発生状況を共有したい。７月に２年生の児童が図工室前で転倒し
顔面を強打した案件は、大けがに至らなかったものの失明の危険もあった。例えば裁判になったとして学校の過失を問われ
そうな危機がたくさん潜んでいることを実感した。形式的な安全点検も大事ではあるが、実際に校内で起きたけがや事故
（ヒヤリハット）の事例検討や共通理解もしておく必要があると思う。けが発生場所校内マップを作って昇降口に貼り、児
童に見える化しておくのも一案だと思う。
㉘危険個所、破損など、見過ごされている部分があるので、安全点検時にしっかりと見ていく意識を高める。

⑰生徒指導問題が起こったことで、皆に何度か話す機会があった。その後の様子を見守り続けている。
⑰高学年は特にルールが曖昧になってくる時期だと思うので、教師も「見過ごさない」という意識で、アンテナを張る必要
がある。また、何でも「いけない」の注意ではなく、なぜいけないのか児童と共に考え、児童自身が判断できるようにして
いきたい。
⑰定期的にいじめについての話題にふれ、児童がいじめについて話し合える場面をめざす。
⑰まずは学校のルールをきちんと指導し、みんなで守ろうという意識づけが大切であると思う。「これはいけない」ではな
く、「なぜいけないのか」を子どもたちに考えさせることで、子どもたちが自ら考え、行動できる力につながると考える。
⑰「困っている人がいたらどうすればよいか？」という人権・福祉にも通ずる考え方を、常日頃から子どもたちに問うよう
にすればよいと考える。「困っている人がいないか」という眼を養うことにつながったり、単純に手を差しのべることが正
解なのかを考えるきっかけになったりすると考える。
⑰日ごろから、些細な言動に今日職員全体で気を配る必要がある。エスカレートする前に初期の段階で対応できる予防的な
生徒指導体制を築いていきたい。
⑰子どもたち一人ひとりには目が届きやすいと思うが、家庭環境や背景なども含めて、しっかりと一人ひとりを見つめてい
く意識を高める。
⑰「何か変」と直感で感じた時は、必ず子どもたちに「どうしたの」と聞くようにしている。また、どの学年の子どもに
も、すれ違ったときは、「おはよう」「元気か」と必ず声をかけるようにすることも大切だと感じた。小規模校だからこ
そ、いろんな先生が声掛けをすることで何かわかることも多々あると感じた。
⑱教育相談室をつくり、期間を設けて開放してみる。
⑱教育相談週間を定期的に実施することで子ども理解・問題の早期発見に努めていきたい。
⑱気になる児童がいる際には、教育相談週間だけにとらわれずに、日頃から様々な視点（観察する人を担任以外に変えた
り、見る時間帯を変えたり）で子どもを観察するようにすればよいと考える。

⑲キャリア教育を意識し、各学年ごとに将来に希望がもてるような人（ゲストチャート）と出会いをつくっていく。
⑲「キャリア教育の視点」を常日頃からもっていることが重要だと思う。学期の最後にキャリアパスポートへの記入を行う
だけではなく、日頃行っている実践の中に、キャリア教育の視点が含まれていないかを自分自身や子どもたちに問うことが
重要だと考える
⑲自分に自信がもてずにマイナス発言をしてしまう子がいるので、日々の取組の中で自尊感情を高めていきたい。
⑲将来の夢となると、まだまだ悩む学年だからこそ、「自分の好き」をたくさん集めていきたい。その好きの中から、中
学、高校などに進学した時に何か一つ極めてほしいと思うので、今はたくさんの好きが集められるようにする。


